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吉野川市学校再編計画の素案がまとまりました

　市教育委員会では、将来を担う子どもたちにより望ましい教育環境を整えるという観点
に立って、中・長期的な展望を視野に入れた学校再編計画の策定に取り組んでいます。
　平成24年12月、学校再編計画策定委員会から学校再編計画に関する答申をいただきま
した。市教委では、答申をもとにさらに検討を加え、このたび、吉野川市学校再編計画の
素案をまとめましたので、その概要をお知らせします。
　今後、説明会やパブリックコメントを通じて、皆さんのご意見などをお聞きしながら、
計画を決定することになります。

※素案につきましては、市教育総務課（東館３階）、各支所（川島、山川、美郷）、市ホームペー
ジでご覧いただけます。

　学校再編計画の第１期計画は、おおむね10年で実施します。
　第２期計画については、第１期計画の進

しん

捗
ちょく

状況、児童・生徒数の推移、施設の状態およ
び地勢などを勘案しながら策定するものとします。

小・中学校再編計画

学　校　名 第１期計画（おおむね10年） 第２期計画
川 田 小 学 校 
川 田 中 小 学 校
川 田 西 小 学 校 
種 野 小 学 校 
鴨 島 東 中 学 校 
鴨島第一中学校
上 浦 小 学 校 
牛 島 小 学 校
森 山 小 学 校
鴨 島 小 学 校
飯尾敷地小学校
西 麻 植 小 学 校 
知 恵 島 小 学 校  
川 島 小 学 校
学 島 小 学 校  
山 瀬 小 学 校 
市立川島中学校
山 川 中 学 校

川田中小学校
の場所に再編

鴨島第一中学校
の場所に再編

鴨島東中学校
の場所に再編

第１期計画の進捗状
況や児童・生徒数の
推移などを勘案しな
がら、第２期計画を
策定する
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平成26年１月１日現在

住民基本台帳（前月比）

計 43,981 （−34）

男 20,770 （  −2）

女 23,211 （−32）

世帯数 17,958 （　  1）

※65歳以上人口
計 13,713人  男 5,736人  女 7,977人

〈人　　　権　　　相　　　談〉
 2 月13日㈭ 13:30～16:00 西麻植会館２階会議室
 2 月18日㈫ 13:30～16:00 交流センター人権擁護委員会室
 2 月25日㈫ 13:30～16:00 山川公民館第１会議室
 3 月13日㈭ 13:30～16:00 西麻植会館２階会議室

〈行　　　政　　　相　　　談〉
 2 月13日㈭   9:00～12:00 市役所本館１階相談室
 2 月20日㈭ 13:00～16:00 美郷支所会議室
 3 月 3 日㈪ 10:00～12:00 山川公民館第１会議室
 3 月 4 日㈫ 13:00～16:00 川島公民館会議室
 3 月13日㈭   9:00～12:00 市役所本館１階相談室

〈司法書士会による無料法律相談〉
 2 月21日㈮ 10:00～12:00 市役所本館１階相談室
 3 月28日㈮ 10:00～12:00 市役所本館１階相談室

市民のうごき
※
累
計
は
平
成
25
年
１
月
か
ら
の
も
の

火　　災 市
内
で
の
火
災
・
救
急
出
動

11
月 1件

累
計 17件

救急出動

11
月 147件

累
計 1,720件

　保護者をはじめ、広く皆さんにご意見などをお聞きするために、次の日程で説明会を開
催します。
　どなたでも参加いただけますので、多くの方のご参加をお待ちしています。

※現在、パブリックコメント（期間：2/5 〜 3/6）でも皆さんのご意見などをお聞きしています。

●問い合わせ　市教育委員会教育総務課　☎22-2272  ℻ 22-2270

日　　　時 場　　所 対象地区

２月24日(月) 午後７時〜 山川公民館 ３階 大会議室 山川町全域

２月25日(火) 午後７時〜 吉野川市ふるさとセンター
大会議室 美郷全域 

２月26日(水) 午後７時〜 吉野川市役所 東館２階
221会議室

上浦・牛島・
森山地区

２月27日(木) 午後７時〜 川島公民館 ２階 大ホール 川島町全域

２月28日(金) 午後７時〜 吉野川市役所 東館２階
221会議室

鴨島・飯尾敷地・
西麻植・知恵島地区

３月 2 日(日)
午前10時〜 山川公民館 ３階 大会議室 川島町・山川町・

美郷全域

午後２時〜 吉野川市役所 東館２階
221会議室 鴨島町全域

学校再編計画（素案）説明会の日程について
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（１）人件費の状況　（平成24年度一般会計決算）

※平成24年度一般会計における市の歳出に占める人件費
の割合を示しています。人件費とは、一般職員の給料、
諸手当、共済費、退職手当負担金などのほか、特別職の
市長、議員などの給料、報酬などを含んでいます。
・平成25年４月１日現在の住民基本台帳人口／ 44,234人
・対象期間　平成24年４月１日〜平成25年３月31日

（２）職員給与の状況
　（平成25年度一般会計予算から抜粋）

※この図は、平成25年度一般会計当初予算に計上された
給与費の内訳構成を示しています。
・職員１人当たりの給与費は6,100千円です。
・職員数381人

平成25年度 吉野川市人事行政の運営等の状況のお知らせ

１ 職員の任免および職員数に関する状況２ 職員給与の状況

（１）職員採用の状況　（平成25年４月１日）
・新規採用職員　　10人（一般行政事務等）
・派遣職員（併任）１人

（２）職員の退職状況
（平成24年４月１日〜平成25年３月31日）

定年退職 勧奨退職 普通退職 合　計
12人 ４人 ３人 19人

（３）部門別職員数の状況（平成25年４月１日現在）
（単位：人）

区　分
部　門

職員数 対前年
増減数 主な増減理由

H24 H25

一

般

行

政

部

門

議 会 事 務 局 5 4 △1 推進体制の見直し
防 災 局 6 6 0
総 務 部 71 67 △4 推進体制の見直し
市 民 部 61 61 0
健 康 福 祉 部 105 107 2 推進体制の見直し
産 業 経 済 部 22 22 0 　
建 設 部 33 33 0
選挙管理委員会事務局 2 2 0
農 業 委 員
会 事 務 局 3 3 0

監査委員事務局 2 2 0
会 計 課 7 7 0
小 計 317 314 △3

教育
部門

教 育 委 員 会 68 67 △1 推進体制の見直し
小 計 68 67 △1

公営
企業
等

部門

水 道 課 15 12 △3 推進体制の見直し
下 水 道 課 13 12 △1 推進体制の見直し
国 民 健 康 保 険 13 13 0
介 護 保 険 6 6 0
小 計 47 43 △4

合　　　　　計 432 424 △8
※平成24年度および平成25年度は、県職員３人を含む。
　教育委員会の職員数は、教育長を除く。

（４）年齢別職員数の状況（平成25年４月１日現在）
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20歳未満 20歳 25歳 30歳 35歳 40歳 45歳 50歳 55歳 60歳以上

男性　238人

女性　186人

期末・勤勉手当
5億8,276万
3千円

人件費
35億1,844万3千円
17.7%

人件費以外
163億9,510万9千円
82.3%

平成24年度
一般会計決算

歳　 出 　額
199億1,355万

2千円

職員手当
2億1,812万円

給　料
15億2,304万4千円

平成25年度
一般会計当初予算
職員給与費
 23億2,392万

7千円
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（３）職員の平均給与月額および平均年齢の状況
　（平成25年４月１日現在）

※この図は、平成25年度当初予算に計上した一般会計の
給与の平均額を職種別に表しています。

（給与とは、基本給である給料と職員手当を合わせたもの
です。）

（４）職員の初任給の状況（平成25年４月１日現在）

区　　分
吉野川市 国
初任給 初任給

一般行政職
（大卒） 172,200円 172,200円
（高卒） 140,100円 140,100円

（５）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
（平成25年４月１日現在）

区　　分 経験年数
10年〜 14年

経験年数
15年〜 19年

経験年数
20年〜 24年

一　般
行政職

（大卒） 284,600円 337,900円 373,700円

（高卒） 255,200円 289,400円 337,700円

区　　分 経験年数
25年〜 29年

経験年数
30年〜 34年

経験年数
35年以上

一　般
行政職

（大卒） 402,300円 418,700円 431,800円

（高卒） 377,600円 401,400円 423,400円

（６）一般行政職の級別職員数の状況
（平成25年度一般会計予算書から抜粋）

区分 標準的な職務 職員数
（人）

構成比
（％）

参考構成比
（％）

平成24年度

７級 部長、次長またはこれに相
当する職務 18 6 6

６級

１課長またはこれに相当す
　る職務
２特に困難な業務を分掌す
　る課長補佐またはこれに
　相当する職務

38 12 14

５級
１課長補佐またはこれに相
　当する職務
２困難な業務を分掌する主
　査の職務

79 26 28

４級
１係長またはこれに相当す
　る職務
２主査の職務

54 18 20

３級
特に高度の知識または経験
を必要とする業務を行う職
務

53 18 15

２級
定型的な業務を行う職務

26 8 7
１級 36 12 10

計 304 100 100

（７）特別職の報酬等の状況　（平成25年度）

区　分
給料月額等

期末手当
4月1日現在 7月1日現在

給
料

市　長 900,000円 837,000円

6月期　1.40月分
12月期　1.50月分

計　　2.90月分

副市長 720,000円 676,800円

教育長 649,000円 610,600円

報
酬

議　長 430,000円 430,000円

副議長 380,000円 380,000円

議　員 350,000円 350,000円
●政務調査費（議員の調査研究に資するために必要な経費）
　交付対象：会派に対して交付（条例第２条）
　交付金額：月額２万５千円×会派に所属する議員数（条例第３条）
　※年度末において残額があった場合は、返還（条例第８条）

（８）職員手当の状況（平成25年度）
●期末・勤勉手当

期末手当 勤勉手当

６月期 1.225月分 0.675月分

12月期 1.375月分 0.675月分

計 2.60月分 1.35月分

加算措置 職制上の段階、職務の級等による
加算措置あり

●住居手当
区分 支　給　金　額

借　家

借　間

◦月額23,000円以下の家賃等を支払ってい
　る職員。
　（家賃額から12,000円を控除した額。）
◦月額23,000円を超える家賃等を支払って
　いる職員。
　（23,000円を超える額の1/2に11,000円を加
　えた額。）
　（最高支給限度額27,000円）

●退職手当
自己都合 勧奨・定年

勤 続 20 年 23.0300月分 28.7875月分

勤 続 25 年 32.8300月分 38.9550月分

勤 続 35 年 46.5500月分 55.8600月分

最 高 限 度 額 55.8600月分 55.8600月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例加算
（３%〜 30%加算）

退 職 時 特 別 昇 給 なし

●時間外・休日勤務手当（一般会計決算より）
年　　　　　度 平成24年度

支 給 総 額 62,654千円

職員１人当たりの平均支給額 161,897円

給料 330,736円 職員手当 27,977円

給料 328,867円 職員手当 7,688円

給料 347,118円 職員手当 17,985円

一般行政職
304人

教育関係職
25人

技能労務関係職
52人

336,555円（44.2歳）

365,103円（50.0歳）

358,713円（42.5歳）
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（９）国との給料月額の水準比較
　　 （ラスパイレス指数）の状況
基　準　日 平成25年4月1日現在 平成25年7月1日現在

一般行政職 109.1 106.2

※ラスパイレス指数は、国家公務員の給料を100とした場
　合の市職員の給与水準を示したものです。

（１）勤務時間の状況（平成25年度）

勤
　
務
　
時
　
間
　
な
　
ど

本庁などの場合
　月曜日〜金曜日（休日除く）
　　勤務時間：８時30分〜 17時15分
　　　　　　　（うち休憩時間60分）

保育所の場合
　月曜日〜金曜日（休日除く）
　　勤務時間：７時30分〜 19時00分（うち
　　　　　　　休憩時間60分）までの間で
　　　　　　　７時間45分（時差勤務）
　土曜日（休日除く）
　　勤務時間：８時15分〜 17時30分（うち
　　　　　　　休憩時間60分）までの間で
　　　　　　　７時間45分（時差勤務）

幼稚園の場合
　月曜日〜金曜日（休日除く）
　　勤務時間：７時45分〜 17時00分（うち
　　　　　　　休憩時間60分）までの間で
　　　　　　　７時間45分（時差勤務）

（２）休暇制度の状況（平成24年度）
●年次有給休暇

年 次 有
給 休 暇
の 概 要

制　度　概　要 平均取得日数

１年度につき20日付与。
現年度付与分のみ翌年
度に繰り越し可

12.6日

●育児休業の取得状況
　（平成24年度に新たに育児休業を取得した職員数）

区　　　分 育児休業取得者数（人）

男 性 職 員 ０

女 性 職 員 ４

計 ４

●扶養手当

扶 養 親 族 配偶者が
扶養親族

配偶者が扶養
親 族 で な い 配偶者なし

配 偶 者 13,000円 − −

子・父母等のうち１人目 6,500円 6,500円 11,000円

子・父母等のうち２人目 6,500円 6,500円 6,500円

その他の扶養親族 6,500円 6,500円 6,500円

15 〜 22歳の子の加算 5,000円 5,000円 5,000円

※扶養親族とは、主として職員に扶養されている者。
　子とは、満22歳に達する日以降の最初の3月31日
　までの間にある子。

●通勤手当
支給月額

自動車等を使用し通勤距離が2キロメートル以上の
ものに支給される。

２ ㎞〜５ ㎞未満
５ ㎞〜10 ㎞未満
10 ㎞〜15 ㎞未満
15 ㎞〜20 ㎞未満
20 ㎞〜25 ㎞未満
25 ㎞〜30 ㎞未満
30 ㎞〜35 ㎞未満
35 ㎞〜40 ㎞未満
40 ㎞〜45 ㎞未満
45 ㎞〜50 ㎞未満
50 ㎞〜55 ㎞未満
55 ㎞〜60 ㎞未満
60 ㎞以上

2,000円
4,100円
6,500円
8,900円

11,300円
13,700円
16,100円
18,500円
20,900円
21,800円
22,700円
23,600円
24,500円

●特殊勤務手当
年　　度 平成24年度

手 当 支 給 職 員 数 92人

支 給 総 額 12,972千円

職員1人当たりの平均支給額 141,000円

手 当 の 種 類 19種類

代
表
的
な
手
当

名　　称 支給対象

市税事務従事手当 市税徴収金の徴収および
税務業務に従事する職員

ケースワーカー業務
従事手当

福祉に関する業務に専ら
従事する職員

清掃業務従事手当 ごみ収集業務等に従事す
る職員

汚水処理作業従事手
当

汚水処理業務に従事する
職員

感染症防除等業務従
事手当

感染症等防除業務に従事
したとき

行路病人・死亡人取
扱業務従事手当

行路病人・死亡人の取扱業
務に実地に従事したとき

３ 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
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●特別休暇

主
　
な
　
特
　
別
　
休
　
暇
　
な
　
ど

種　　　　類 内容、取得条件等 付与日数

ド ナ ー 休 暇 職員が骨髄移植のための骨髄液の提供者として、検査、入院等が
必要なとき 必要期間

結 婚 休 暇 職員の結婚に伴う必要と認められる行事等 10日を超えない期間

産 前 休 暇 ８週間以内（多児出産の場合は14週間）に出産予定である職員 出産の日までの申出期間

産 後 休 暇 職員が出産したとき ８週間以内の期間

育 児 時 間 休 暇 生後満１年に達しない子を育てる職員が、必要と認められる授乳
等を行うため勤務しないことがやむを得ないと認められるとき １日２回それぞれ30分以内の期間

妊 娠 通 勤
緩 和 休 暇

妊娠中の職員が、通勤に伴う負担を緩和するため勤務しないこと
がやむを得ないと認められるとき １日60分以内の期間

妊娠または分娩後
の 保 健 指 導 ま た
は 健 康 診 査 休 暇

妊娠中または分娩後に母子保健法第10条または第13条に規定する
保健指導または健康診査を受ける場合

区分　妊娠７月　　　　　 ４週間に１回
　 　 〃 ８〜９月　　　 ２週間に１回
　 　 〃 10 〜分娩まで　１週間に１回

　　　分娩後１年まで　　　　　 　１回

生 理 休 暇 生理日において勤務することが著しく困難な場合 ３日を超えない範囲で必要と認める期間

妊 娠 障 害 休 暇 職員が妊娠障害のため勤務が著しく困難な場合 当該妊娠期間中、７日の範囲内

配偶者出産休暇 職員が妻の出産に伴い出産の付添い等の場合 出産のため入院等する日から、出
産から２週間の期間で３日以内

子 の 看 護 休 暇 小学校就学の始期に達するまでの子を養育する職員が、その子を
看護する必要があるとき

１つの年に５日以内
（２人以上は、10日以内）

短期の介護休暇 負傷、疾病または老齢により２週間以上の期間にわたり日常生活を
営むのに支障がある者の介護その他の世話をする必要があるとき

１つの年に５日以内
（２人以上は、10日以内）

忌 引 休 暇 職員の親族が死亡したとき

続柄に応じて付与
　　配偶者　　　　10日以内
　　血族父母　　　10日以内
　　 〃 子　　　　７日以内
　　姻族父母　　　３日以内等

リフレッシュ休暇 在職期間が10年、15年、20年、25年、30年、35年、40年に達した
職員が心身のリフレッシュを図るとき

在職　10年20年30年40年　５日以内
　　　15年25年35年　　　３日以内

夏 期 休 暇 夏期における諸行事、心身の健康の保持および増進等を行うとき ７月から９月までの期間で、６日以内

処分者等の状況
（平成24年４月１日〜平成25年３月31日）

分限処分　　　　　　　　懲戒処分
処分内容 処分者数（人） 処分内容 処分者数（人）

免職 ０ 免職 ０

降任 ０ 停職 ０

休職 ０ 減給 ０

降給 ０ 戒告 １

失職 ０ 訓告（文書以上） ０

職員服務の基準
（平成24年４月１日〜平成25年３月31日）

　地方公務員法第30条　全ての職員は、全体の奉
仕者として公共の利益のために勤務し、かつ、職
務の遂行に当たっては、全力を挙げてこれに専念
しなければならない。

４ 職員の分限および懲戒処分の状況　以下、第32条から第38条の規定による違反者は
ありませんでした。

　高度化、多様化する住民ニーズに的確に対応する
ため、職員の資質・勤務能率の向上に努めています。
昨年度の職員研修の状況は次表のとおりです。

（平成24年４月１日〜平成25年３月31日）
研修の名称

（派遣研修）
受講者数

（延べ人） 研修の内容

派遣研修
（徳島県自治研修センター）

（自治大学校）
（市町村アカデミー等）

（徳島県市町村課）

162

1
11

1

法制執務・パソコン研修・
事例で学ぶ民法講座等
公共政策
課税事務・財務事務・子
育て支援等
地方行政・地方財政等

職場内研修 825

新規採用職員研修・人権
研修・交通安全研修・コ
ンプライアンス研修・メ
ンタルヘルス研修

合　　　計 1,000

５ 職員の服務の状況

６ 職員の研修の状況
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●問い合わせ	 市総務課
人事給与係　☎22-2231

（１）福利厚生
　地方公共団体は、職員の保健、元気回復その他厚生に関する計画を立て、実施しなければなりません。
現在市職員に対して適用されている共済制度は、これに基づき定められた地方公務員共済組合法によって
徳島県市町村共済組合が制度を運用、実施しています。また、職員は一般財団法人徳島県市町村職員互助
会に加入し福利厚生の充実を図っているほか、健康診断などを行っています。これら福利厚生制度の主な
内容は次のとおりです。

区　　分 内　　　　　　　　　　　　　　容

共 済 制 度

⃝短期給付＝公務外の病気やケガの治療、出産、死亡、休業、災害時の給付
　⃝保健給付＝療養給付、高額療養費など
　⃝休業給付＝傷病手当金、出産手当金、育児休業手当金など
　⃝災害給付＝弔慰金、災害見舞金、家族弔慰金
⃝長期給付＝老後の経済生活を支援するための給付
　⃝退職共済年金＝組合期間や一定の条件を満たすことにより65歳から支給（65歳未満で
　　受給できる特例あり）
　⃝障害共済年金・一時金＝組合員が在職中に病気やケガで障害が残る状況になったとき
　　に支給
　⃝遺族共済年金＝組合員または組合員であった者が死亡したときに遺族に支給
⃝福祉事業＝保健、貯金、貸付などの各事業
　⃝保健事業＝健康診断助成、健康管理研修助成、保健指導など
　⃝貯金事業＝定期・積立貯金の受入
　⃝貸付事業＝普通貸付、住宅貸付、災害貸付、医療貸付、入学・修学貸付など

職 員 互 助 会
⃝給付事業＝医療費補助、入院見舞金、結婚・出産祝金、育児・介護休業など
⃝助成事業＝人間・脳ドック、保養所利用、公的資格取得、文化体育活動など
⃝年金事業＝積立年金保険

職員の保健等に
関すること

健康診断（基本健診、胸部レントゲン検査、肝炎ウイルス検査、前立腺がん検査、胃部レ
　　　　　ントゲン検査、婦人がん検診、大腸がん健診）

７ 職員の福利厚生および利益の保護の状況

（２）公務災害
（平成24年４月１日〜平成25年３月31日）

　職員が公務中あるいは通勤途上で死亡し、また
は負傷や疾病により障害を負った場合などは、地
方公務員災害補償法に基づきその補償を受けるこ
とができますが、平成24年度公務災害として申請・
認定された事案は次のとおりです。

加入団体 災害認定件数 災害の概要

地方公務員災
害補償基金徳
島県支部

１ 右橈骨遠位端骨折

（１）公平委員会の概要
　公平委員会は、地方公務員法第７条第２項の規
定により設置されており、その権限は同法８条第
２項において定められております。その主な内容
は次のとおりです。

８ 公平委員会に係る業務の状況

⃝職員の給与、勤務時間その他の勤務条件に関す
る措置の要求を審査し、判定し、および必要な
措置を執ること

⃝職員に対する不利益な処分についての不服申し
立てに対する決裁または決定をすること

⃝職員の苦情を処理すること

（２）公平委員会の業務状況
（平成24年４月１日〜平成25年３月31日）

業　務　の　種　別 件　数

勤務条件に関する措置の要求の状況 ０　件 

不利益処分に関する不服申立ての状況 ０　件

苦情の処理の状況 ０　件
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●問い合わせ　川島税務署　☎25-2211

税 務 署 か ら の お 知 ら せ
　平成25年分の所得税及び復興特別所得税の確定申告の相談及び申告書の受け付けは、２月17日（月）
から３月17日（月）までです。還付申告は、２月15日（土）以前でも行うことができます（土・日曜・
祝日など、税務署の閉庁日については税務署での相談および申告書の受け付けは行っていません）。
また、申告書はe-Tax（国税電子申告・納税システム）による送信、郵便や信書便による送付または
税務署の時間外収受箱への投かんにより提出することができます。
　なお、平成25年から平成49年までの各年分については、東日本大震災からの復興を図るための施
策に必要な財源の確保のために、復興特別所得税（基準所得税額×2.1％）を所得税と併せて申告・
納付することとなっています。

　所得税及び復興特別所得税の確定申告は、毎年１月１日から12月31日までの１年間に生じた全て
の所得の金額と、それに対する所得税及び復興特別所得税の額を計算し、申告期限までに確定申告書
を提出して、源泉徴収された税金や予定納税で納めた税金との過不足を精算する手続きです。
　期限間近になると、税務署は大変混雑し、長時間お待ちいただくことが予想されます。申告書はご
自身で作成し、できるだけ早めに提出してください。
※日本国内に住所がある、または、現在まで引き続いて１年以上居所がある方は、所得が生じた場所が国の

内外を問わず、その全ての所得について所得税を納める義務があります。

　確定申告書は「信書」に該当しますので、税務署に送付する場合は、「郵便物」（第一種郵便物）ま
たは「信書便物」として、お早めに送付してください。詳しくは、総務省ホームページ（http://
www.soumu.go.jp/）をご覧ください。
※ゆうパック、レターパック、ゆうメール、ポスパケットでは、信書を送付することができません。詳しくは、

日本郵便株式会社ホームページ（http://www.post.japanpost.jp/）をご覧ください。

　確定申告による所得税及び復興特別所得税の納期限は３月17日(月)です。
※申告書の提出後に、納付書の送付や納税通知などによる納税のお知らせはありません。
①振替納税を利用
　振替日（４月22日(火)）に指定の金融機関の預貯金口座から自動的に引き落とされますので、事前
に口座の残高をご確認ください。
※振替納税をお申し込みの場合は、「預貯金口座振替依頼書兼納付書送付依頼書」を３月17日(月)までに提出

してください。
※振替納税は申告期限までに申告書を提出された場合に限り利用できます。
※転居などにより所轄税務署が変わった場合や、すでに振替納税で指定している金融機関や口座を変更する

場合には、新たに振替納税（変更）の手続きが必要となります。
※インターネット専用銀行などの一部金融機関およびインターネット支店などの一部店舗では、振替納税が

利用できませんので、ご利用の可否については取引先の金融機関にご確認ください。
②現金で納付
　現金に納付書を添えて、金融機関（歳入代理店）または税務署で納付してください。納付書をお持
ちでない方は、税務署または金融機関に用意してある納付書を使用してください。
※金融機関に納付書がない場合には、税務署にご連絡ください。
③電子納税を利用
　自宅やオフィスなどからインターネットを利用して納付できます。
　詳しくは、e-Taxホームページ（www.e-tax.nta.go.jp）をご覧ください。

所得税及び復興特別所得税の確定申告とは

申告書の税務署への送付について

納付期限と納税の方法について
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●問い合わせ　市運転管理センター　☎25-2111

「資源化ごみモデル集積所」が
山川町地区・川島町学地区に新設されました！

　資源ごみの分別拠点集積箇所として活用されている「資源化ごみモデル集積所」が、新たに山
川町地区（山川支所前）と川島町学地区（川島公民館学西分館前）に増設されました。
　「資源化ごみモデル集積所」とは、金属類・びん類・紙類などの再資源化が可
能な一般廃棄物を24時間365日いつでも持ち込みができる便利な集積所です。

■資源化ごみモデル集積所設置場所
鴨 島 町：西麻植会館東側駐車場内、喜来地区（キョーエイ・セレブ鴨島店より北500m）
　　　　　牛島地区（県道宮川内牛島停車場線の高架下）
山 川 町：榎谷集会所前、山瀬地区公民館北隣、山川支所前
川 島 町：南寺公民分館駐車場内、川島公民館学西分館前
美郷地区：旧美郷庁舎裏駐車場内

山川町地区（山川支所前）

川島町学地区（川島公民館学西分館前）

至穴吹 至徳島
国道 192 号

北 山川町
消防会館

山川支所

山川支所前
モデル集積所

至穴吹 至徳島

県道山川・川島線（244号）
学島川

国道 192 号

北

川島公民館
学西分館

居酒屋くじら

川島町学地区モデル集積所
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一
つ
で　

事
故
防
止	

原
田　

南
菜
（
鴨
島
小
学
校
６
年
）

10



●問い合わせ　市商工観光課　☎22-2226

本皮革ななめ
マウスパット

表面に高級感のある牛皮
革を使用し、角度６度の
傾斜をつけた逸品。裏面
は滑り止めとして、豚皮
を装着。360度角度を変
えることにより、最適な
作業環境を実現。

田島テクニカ（株）

山下ぶどう宝石箱

粒切りした色とりどりの
数種類のぶどうをパック
詰めした商品。それは、
まさに「ぶどうの宝石箱」。
幅広い年齢層の方が手軽
に食べられ、一度にいろ
いろな食感が楽しめます。

山下ぶどう農園

美郷 桑茶

美郷の山野の自然環境で
生育された無農薬・無添
加の桑茶。水約2リット
ルに桑茶10グラムを入
れ、10分くらい煎じて
茶こしでこしてお飲みく
ださい。

猪井喜一

紅衣（くれない）

美郷の赤い果肉の梅「露
茜」とてんさい糖を使用
して仕上げた、素朴な「梅
のし」のお菓子。

ほのぼの工房

ブルーベリー

化学的農薬を使用せず、
有機質肥料を多く使って
土作りをし、豊かな自然
の中で、愛情と手間を掛
けて育てた商品。アント
シアニンを多く含み目に
優しい果実として人気。

くゆな農園

不知火コンフィチュール
（マーマレード）

とくしまあんあん農産物
認証を受けた安心・安全
な不知火を加工した商
品。フルーティーな味わ
いのマーマレード。

円生でこぽん園

いんべの里

吉野川市特産のねさし味
噌を使用した、オリジナ
ルの味噌饅頭。その昔、
麻植の地に繁栄した阿波
忌部一族に思いを寄せて
作ったふる里の味。

（有）阿波菓匠　青山

箸置き
（藍染、黒檀、紫檀）
創業以来、下請け加工業として
培った技術を駆使して製作。細か
く裂いた木の皮を、熟練の職人が
手作業で編み込んだ網代（あじ
ろ）などを使用し、新たに開発し
た他社では見られないオリジナル
商品。木のぬくもりを感じられる
仕上がりで、塗りも安全性が確認
された環境に優しいものを使用。

（有）河野真空プレス

今回掲載の事業者

事　  業　  者 住　　所 連絡先

(有)阿 波 菓 匠　 青 山 鴨島町牛島852-7 ☎24-4379

円 生 で こ ぽ ん 園 鴨島町敷地364-9 ☎090-7142-1644

(有)河 野 真 空 プ レ ス 鴨島町飯尾446-1 ☎24-1756

山 下 ぶ ど う 農 園 川島町学字唐戸78-4 ☎25-2872

田 島 テ ク ニ カ(株) 山川町湯立402 ☎42-2176

く ゆ な 農 園 美郷字大野74 ☎43-2509

猪 井 喜 一 美郷字湯下61-1 ☎43-2165

ほ の ぼ の 工 房 美郷字宮倉60-2 ☎43-2708

吉野川市
ブランド認証商品
吉野川市ならではの魅力
ある特産品の中で、評価
基準を満たした商品を
「吉野川市ブランド」と
して認証しています。
お知り合いの方への贈り物やお客様へのおもて
なしなどに、ぜひご利用ください。（※順不同）

ヨッピー・
ピッピーも
おすすめ !!

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
わ
す
れ
な
い　

検
定
受
か
っ
た　

そ
の
気
持
ち	
岡
田　

花
奈
（
飯
尾
敷
地
小
学
校
４
年
）

11



　

12
月
５
日
、
市
役
所
市
民
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
人
権
の
花
運
動
写

生
大
会
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

受
賞
さ
れ
た
の
は
次
の
皆
さ
ん

で
す
。
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

○
川
田
小
学
校

最
優
秀
賞

　

吉
田　

実
萌
花
（
１
年
）

優
秀
賞

　

坂
東　

美
桜　

（
２
年
）

　

工
藤　

妃
衣
名
（
４
年
）

　

川
野　

龍
一　

（
５
年
）

　

澤
田　

真
帆　

（
６
年
）

鴨島鳳翔太鼓による勇壮な太鼓の
響きを楽しみました

成人式実行委員会の皆さんが、式典
の司会進行などで活躍しました

地域の安心と安全を守る消防団員

川田小学校

山瀬小学校

優美で幻想的な雰囲気に包まれた
石積みのライトアップ

新成人の皆さん、おめでとう！ 新成人を代表して謝辞を述べる
上田拓弥さん

　

12
月
14
・
15
日
、
美
郷
の
高
開

地
区
で
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い

る
高
開
石
積
み
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

（
美
郷
宝
探
し
探
検
隊
主
催
）
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

幾
重
に
も
連
な
る
段
々
畑
の
石

積
み
が
、
並
べ
ら
れ
た
ラ
イ
ト
で

照
ら
さ
れ
、
美
郷
の
冬
空
に
幻
想

的
な
光
景
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
ま

し
た
。

　

訪
れ
た
人
々
は
、
創
作
ダ
ン
ス

や
津
軽
三
味
線
、
ジ
ャ
ン
ベ
（
ア

フ
リ
カ
の
民
謡
音
楽
）
な
ど
を
楽

優
秀
賞

　

伊
庭　

彩
未
（
５
年
）

　

篠
原　

亜
弥
（
５
年
）

　

田
中　

鈴
菜
（
５
年
）

　

谷　

麻
里
亜
（
５
年
）

○
山
瀬
小
学
校

最
優
秀
賞

　

奥
村　

大
翔
（
５
年
）

し
ん
だ
り
、
あ
め
湯
の
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
た
り
し
な
が
ら
、
暗
闇
に

映
え
る
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　

12
月
28
・
29
日
、
市
消
防
団
の

年
末
警
戒
が
各
方
面
の
消
防
団
ご

と
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
団
員
が
消
防
車
や
徒
歩
で
、

市
民
の
方
に
火
の
用
心
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　

１
月
３
日
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
、
平
成
26
年
の
成
人
式
が

開
催
さ
れ
、
新
成
人
３
４
２
人
が

出
席
し
ま
し
た
。（
表
紙
写
真
）

　

鴨
島
鳳
翔
太
鼓
の
演
奏
に
引
き

続
き
、
中
学
時
代
の
恩
師
か
ら
の

ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
上
映
さ
れ

ま
し
た
。
教
え
を
受
け
た
中
学
校

の
先
生
方
の
姿
が
ス
ク
リ
ー
ン
に

映
し
出
さ
れ
る
と
、
新
成
人
か
ら

は
大
き
な
歓
声
が
あ
が
っ
て
い
ま

し
た
。

　

式
典
で
は
、市
長
や
来
賓
の
方
々

の
祝
辞
を
受
け
、
新
成
人
を
代
表

し
て
上
田
拓
弥
さ
ん
（
鴨
島
町
）

が
、「
未
来
へ
の
希
望
を
強
く
持
ち
、

し
っ
か
り
と
歩
ん
で
い
き
た
い
」

と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

消
防
団
年
末
警
戒

平
成
26
年

吉
野
川
市
成
人
式

人
権
の
花
写
生
大
会
表
彰

第
16
回
高
開
石
積
み

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

吉野川市ホームページ　http://www.city.yoshinogawa.lg.jp

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
追
い
か
け
た　

ボ
ー
ル
が
う
ば
う　

そ
の
笑
顔	

石
原　

康
太
郎
（
西
麻
植
小
学
校
５
年
）
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12
月
17
日
、
大
久
保
佳
彦
さ
ん

（
鴨
島
町
森
藤
）
が
市
役
所
へ
訪

問
さ
れ
、
厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状

受
賞
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
久
保
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ

て
、
共
に
支
え
あ
う
地
域
社
会
づ

く
り
に
貢
献
さ
れ
た
こ
と
が
た
た

え
ら
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま

し
た
。

　

１
月
４
日
か
ら
３
日
間
、
徳
島

県
内
を
コ
ー
ス
と
す
る
徳
島
駅
伝

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
回
大
会
で
13
位
だ
っ
た
吉
野

川
市
チ
ー
ム
は
、
11
位
と
順
位
を

２
つ
上
げ
、
チ
ー
ム
表
彰
と
し
て

躍
進
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
個
人
表
彰
と
し
て
は
、

遠
藤
桃
菜
さ
ん
（
鴨
島
東
中
学
校

３
年
）
が
区
間
賞
、
飯
田
未
夢
さ

ん
（
市
立
川
島
中
学
校
２
年
）
が

新
人
賞
を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
大
会
で
は
、
必
須
課
題
で

あ
っ
た
昨
年
か
ら
の
順
位
ア
ッ
プ

を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
吉

野
川
市
チ
ー
ム
。
来
年
へ
向
け
て

も
、
確
か
な
手
応
え
を
感
じ
と
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

１
月
12
日
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
、
吉
野
川
市
消
防
団
の
出

初
式
が
開
催
さ
れ
、
功
労
者
へ
の

表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
表
彰
の
受
賞
者
は
次
の
皆

さ
ん
で
す
。
（
敬
称
略
）

徳
島
県
知
事
表
彰

▼
木
村
政
男
（
鴨
島
方
面
第
４
分

団
分
団
長
）
▼
三
見
和
裕
（
鴨
島

方
面
第
６
分
団
分
団
長
）
▼
上
村

幸
雄
（
鴨
島
方
面
第
７
分
団
分
団

長
）
▼
後
藤
田
委
旦
（
川
島
方
面

第
４
分
団
分
団
長
）
▼
横
田
孝
章

（
川
島
方
面
第
８
分
団
分
団
長
）

▼
馬
郷
常
美
（
山
川
方
面
第
２
分

団
副
分
団
長
）
▼
三
宅
正
仁
（
山

川
方
面
第
７
分
団
分
団
長
）
▼
東

出
元
信
（
美
郷
方
面
第
４
分
団
分

団
長
）

徳
島
県
消
防
協
会

◇
功
績
章

▼
野
木
竜
弥
（
鴨
島
方
面
第
１
分

団
分
団
長
）
▼
岸
田
正
幸
（
鴨
島

方
面
第
２
分
団
分
団
長
）
▼
松
岡

育
弘
（
鴨
島
方
面
第
３
分
団
分
団

長
）
▼
橋
本
光
広
（
川
島
方
面
第

３
分
団
分
団
長
）
▼
大
久
保
浩
一

（
川
島
方
面
第
９
分
団
分
団
長
）

▼
永
井
久
二
（
山
川
方
面
第
３
分

団
分
団
長
）
▼
尾
島
博
之
（
山
川

方
面
第
３
分
団
部
長
）
▼
脇
本
啓

二
（
山
川
方
面
第
４
分
団
副
分
団

長
）
▼
松
原
勲
（
美
郷
方
面
第
３

分
団
分
団
長
）

◇
精
績
章

▼
大
塚
誠
二
（
鴨
島
方
面
第
２
分

団
副
分
団
長
）
▼
石
田
修
一
（
鴨

島
方
面
第
３
分
団
副
分
団
長
）
▼

田
中
正
憲
（
鴨
島
方
面
第
５
分
団

分
団
長
）
▼
松
家
健
二
郎
（
鴨
島

方
面
第
５
分
団
副
分
団
長
）
▼

渡
部
健
二
（
鴨
島
方
面
第
７
分
団

副
分
団
長
）
▼
江
本
博
文
（
鴨
島

方
面
第
11
分
団
分
団
長
）
▼
阿
部

通
彰
（
川
島
方
面
第
１
分
団
副
分

団
長
）
▼
佐
藤
清
人
（
川
島
方
面

第
４
分
団
副
分
団
長
）
▼
丸
尾
福

吉
（
川
島
方
面
第
５
分
団
副
分
団

長
）
▼
西
村
豊
（
川
島
方
面
第
９

分
団
副
分
団
長
）
▼
上
岡
淳
司

（
山
川
方
面
第
３
分
団
班
長
）
▼

椙
原
祥
文
（
山
川
方
面
第
５
分
団

副
分
団
長
）
▼
岸
上
雅
司
（
山
川

方
面
第
７
分
団
部
長
）
▼
岸
上
輝

幸
（
山
川
方
面
第
７
分
団
班
長
）

▼
原
井
俊
光
（
山
川
方
面
第
８
分

団
班
長
）
▼
鎌
谷
輝
昭
（
美
郷
方

面
第
２
分
団
班
長
）
▼
迎
康
夫

（
美
郷
方
面
第
５
分
団
班
長
）

　

こ
の
ほ
か
、
徳
島
県
消
防
協
会

長
感
謝
状
（
内
助
の
功
）
が
２
人

の
方
に
、
吉
野
川
市
分
会
長
表
彰

が
27
人
に
、
吉
野
川
市
長
表
彰
が

35
人
に
、
吉
野
川
市
消
防
団
長
表

彰
が
４
つ
の
分
団
に
、
吉
野
川
警

察
署
長
感
謝
状
が
３
人
の
方
と
行

方
不
明
者
等
捜
索
協
力
分
団
２
分

団
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
退

職
消
防
団
員
へ
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

受賞された大久保さん

新春恒例の消防団出初式

寒風に負けず、走り抜きました

代表謝辞を述べる後藤田委旦さん

厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状
を

受
賞

吉
野
川
市
消
防
団
出
初
式

第
60
回
徳
島
駅
伝

広報よしのがわに関する問い合わせは市企画財政課まで
☎22－2221　FAX22－2244

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
き
づ
い
て
ね　

き
い
ろ
い
せ
な
か
の　

こ
ど
も
た
ち	

海
部　
　

健
（
知
恵
島
小
学
校
１
年
）
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平
成
26
年
度
の
奨
学
金
貸
与
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は

申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

貸
与
要
件

①
経
済
的
理
由
に
よ
り
、
進
学
す
る
こ

と
が
困
難
な
方

②
向
学
意
欲
が
旺
盛
で
成
績
優
秀
な
方

③
市
内
に
２
年
以
上
住
所
を
有
す
る
方

の
子
。
父
・
母
と
も
に
い
な
い
方
は
、

本
人
が
市
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と

貸
与
月
額

○
高
等
学
校　

県
立
高
等
学
校
の
全
日

制
課
程
の
授
業
料
に
相
当
す
る
金
額

（
１
０
０
０
円
未
満
切
り
捨
て
）

○
国
立
大
学　

２
万
円

○
私
立
大
学　

２
万
５
０
０
０
円

貸
与
金
の
償
還

大
学
卒
業
の
場
合
は
15
年
以
内
、
高
校

卒
業
の
場
合
は
20
年
以
内
の
均
等
償
還

※
貸
与
金
は
無
利
子
で
す
。

必
要
書
類

①
奨
学
金
貸
与
申
請
書

②
所
得
証
明
書
（
子
ど
も
を
除
く
世
帯

全
員
分
）

※
所
得
証
明
手
数
料
は
無
料
（
申
請
書

①
の
提
示
が
必
要
）
で
す
。

③
住
民
票
の
写
し
（
世
帯
全
員
）

④
在
学
証
明
書

⑤
誓
約
書
な
ど

※
申
請
関
係
書
類
は
学
校
教
育
課

（
東
館
３
階
）、
ま
た
は
各
支
所

（
川
島
・
山
川
・
美
郷
）
に
あ
り
ま
す
。

申
込
期
間　

３
月
３
日
㈪
～
31
日
㈪

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

市
学
校
教
育
課	

☎
22-
２
２
７
３

　

市
税
に
お
け
る
口
座
振
替
納
付
を
ご

利
用
の
方
で
、
平
成
26
年
度
か
ら
の
前

納
報
奨
金
制
度
廃
止
に
よ
り
「
全
期
前

納
」
納
付
か
ら
「
各
納
期
別
」
納
付
へ

の
変
更
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
口
座
振

替
登
録
金
融
機
関
へ
届
出
印
・
通
帳
な

ど
持
参
の
上
、
３
月
31
日
㈪
ま
で
に
口

お
知
ら
せ

座
振
替
依
頼
書
に
よ
り
変
更
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
税
務
課	

☎
22-

２
２
１
５　
　

　

軽
自
動
車
税
が
毎
年
課
税
さ
れ

て
い
る
車
両
で
、
す
で
に
解
体
ま

た
は
盗
難
な
ど
に
よ
り
事
実
上
所

有
し
て
お
ら
ず
、
何
ら
か
の
理
由

で
廃
車
手
続
き
も
完
了
し
て
い
な

い
車
両
が
あ
る
場
合
は
、
早
急
に

各
窓
口
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
告
に
あ
た
っ
て
は
そ

の
内
容
に
よ
り
手
続
が
異
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現

在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

○
原
付
（
１
２
５
Ｃ
Ｃ
以
下
）・
小
型

特
殊

市
税
務
課	

☎
22-

２
２
１
５

○
軽
自
動
車
・
軽
二
輪

徳
島
県
軽
自
動
車
協
会

	

☎
０
８
８
（
６
４
１
）
２
０
１
０

○
小
型
二
輪

徳
島
運
輸
支
局
（
登
録
手
続
き
案
内
）

☎
０
５
０
（
５
５
４
０
）
２
０
７
４

奨
学
金
貸
与
の
申
し
込
み

軽
自
動
車
お
よ
び
二
輪
バ

イ
ク
な
ど
を
所
有
の
方
へ

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の
休
日
納
付
相
談
を
行
い
ま
す

●
と
き　

２
月
23
日
㈰
午
前
９
時
～
午
後
５
時

●
と
こ
ろ　

吉
野
川
市
役
所
本
館
１
階
相
談
室

●
内
容　

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
相
談

●
問
い
合
わ
せ　

市
税
務
課
徴
収
係　

☎
22-

２
２
１
５

　
　
　
　
　
　
　

市
国
保
年
金
課　
　

☎
22-

２
２
１
３

ヨッピーとピッピーも「e‐Tax」を
おすすめします！

冬季の節電・省エネルギー対策について
～節電へのご協力をお願いします～ 14



　

市
内
の
空
き
家
の
有
効
活
用
を
と
お

し
て
、
定
住
促
進
や
都
市
住
民
と
の
交

流
拡
大
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
空
き
家
情
報
提
供
事
業
「
空
き

家
バ
ン
ク
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
空
き
家
を
所
有
す
る

方
で
、
売
却
や
賃
貸
の
希
望
が
あ
る
方

に
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
い
た
だ

き
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
、

空
き
家
を
購
入
し
た
い
方
や
借
り
た
い

方
に
情
報
を
提
供
す
る
も
の
で
す
。

　

吉
野
川
市
内
に
空
き
家
を
お
持
ち
の

方
は
、
ぜ
ひ
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
商
工
観
光
課	

☎
22-

２
２
２
６

　

平
成
26
年
度
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー

は
、
２
月
26
日
㈬
か
ら
自
治
会
を
通
じ

て
送
付
し
ま
す
。
自
治
会
未
加
入
世
帯

に
は
、
３
月
12
日
㈬
に
送
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
同
時
に
ご
み
分
別
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
も
送
付
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
運
転
管
理
セ
ン
タ
ー

	

☎
25-

２
１
１
１

空
き
家
バ
ン
ク
登
録
の
お
願
い

平
成
26
年
度
ご
み
収
集
カ
レ
ン

ダ
ー
と
ご
み
分
別
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
の
送
付
に
つ
い
て

　

吉
野
川
市
は
、
平
成
26
年
10
月
に
10

年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
市
制
10

周
年
を
市
民
全
体
で
祝
い
、
喜
び
を
分

か
ち
合
い
、
市
へ
の
愛
着
感
の
高
揚
を

図
る
と
と
も
に
、
吉
野
川
市
の
良
さ
と

魅
力
を
効
果
的
に
発
信
し
て
い
く
新
た

な
取
り
組
み
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
実
施

す
る
公
益
的
活
動
を
行
う
団
体
に
対
し

て
、
財
政
支
援
を
し
ま
す
。

　

そ
の
思
い
が
〝
夢
紡
ぐ
ま
ち
吉
野
川

市
の
未
来
〟
に
つ
な
が
る
よ
う
な
、
ア

イ
デ
ア
あ
ふ
れ
た
事
業
を
応
援
し
ま

す
。

応
募
締
め
切
り　

２
月
28
日
㈮
必
着

対
象
事
業　

吉
野
川
市
市
制
10
周
年
記

念
事
業
に
ふ
さ
わ
し
く
、
吉
野
川
市
内

で
実
施
す
る
新
た
な
取
り
組
み
や
イ
ベ

ン
ト
な
ど
、
そ
の
成
果
や
効
果
が
今
後

の
吉
野
川
市
の
さ
ら
な
る
飛
躍
に
つ
な

が
る
と
見
込
ま
れ
る
事
業
で
、
平
成
26

年
度
内
に
実
施
し
、
か
つ
、
完
了
す
る

も
の
。

　

た
だ
し
、
他
の
補
助
金
・
助
成
金
を

受
け
る
事
業
は
除
き
ま
す
。

応
募
資
格　

市
内
に
存
し
、
か
つ
、
市

内
に
お
い
て
活
動
し
て
い
る
団
体
で
、

構
成
員
の
数
が
お
お
む
ね
５
人
以
上
で

あ
り
、
う
ち
市
民
が
過
半
数
を
占
め
る

団
体
（
個
人
で
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
）。

※
詳
し
く
は
、
募
集
要
項
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

支
援
内
容　

１
事
業
に
つ
き
１
カ
年
度

限
り
、
20
万
円
を
限
度
と
し
、
予
算
の

範
囲
内
に
お
い
て
決
定
し
ま
す
（
千
円

未
満
は
切
り
捨
て
）。

応
募
可
能
件
数　

応
募
で
き
る
件
数
は

１
団
体
１
件
と
し
ま
す
。

選
考
方
法　

応
募
書
類
を
も
と
に
、
選

定
委
員
会
（
３
月
末
開
催
予
定
）
に
お

い
て
選
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
内
容
に
つ
い
て
、
応
募

団
体
か
ら
聞
き
取
り
を
行
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

募
集
要
項　

企
画
財
政
課（
本
館
３
階
）

お
よ
び
各
支
所
（
川
島
、
山
川
、
美
郷
）

で
配
布
し
ま
す
。ま
た
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
企
画
財
政
課	

☎
22-

２
２
２
１

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
や
、
子
ど
も
が
け

が
を
し
た
時
の
対
処
方
法
な
ど
を
教
え

て
く
れ
ま
す
。

募
集
対
象　

吉
野
川
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
会
員
お
よ
び
子

育
て
支
援
に
関
心
の
あ
る
方

内
容　
「
子
ど
も
の
た
め
の

	

救
急
救
命
講
習
会
」

講
師　

徳
島
中
央
広
域
連
合
東
消
防
署

と
き　

３
月
７
日
㈮

	

午
前
10
時
30
分
～
11
時

と
こ
ろ　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

☆
初
め
て
の
方
も
、
子
育
て
支
援
に
関

心
の
あ
る
方
も
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ

い
。問

い
合
わ
せ

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

（
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

	

☎
25-

６
６
１
６

募

　集

吉
野
川
市
市
制
10
周
年
記
念

市
民
手
作
り
イ
ベ
ン
ト
事
業

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
講
習
会
参
加
者
募
集

（
無
料
）

[空調]　重ね着などをして、室温20℃を心がける。

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
あ
ん
ぜ
ん
は　

み
ん
な
で
か
く
に
ん　

目
と
耳
で	

森　
　

愛
結
（
川
島
小
学
校
２
年
）
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～
新
年
度
、
気
持
ち
を
新
た
に

　
　
　
　
　

運
動
を
始
め
ま
し
ょ
う
～

対
象
者　

市
内
に
お
住
ま
い
の
65
歳
以

上
で
、
介
護
保
険
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
い
な
い
方

利
用
期
間　

４
月
～
６
月

実
施
場
所　

健
祥
会
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ

ン
ト
21
（
川
島
町
川
島
１
０
６-
２
）

	

☎
26-

３
０
１
０

※
見
学
も
歓
迎
し
ま
す
。
実
施
場
所
ま

で
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

利
用
料　

２
５
０
円
／
１
回

利
用
限
度　

各
コ
ー
ス
週
１
回

申
請
に
必
要
な
も
の　

印
鑑

※
申
請
書
な
ど
は
、
介
護
保
険
課
（
本

館
２
階
）
お
よ
び
各
支
所
（
川
島
・
山

川
・
美
郷
）
に
あ
り
ま
す
。

申
請
締
め
切
り　

３
月
14
日
㈮

利
用
コ
ー
ス
・
運
動
の
内
容

【
水
中
運
動
（
入
門
・
向
上
）
コ
ー
ス
】

温
水
プ
ー
ル
で
歩
行
を
中
心
と
し
た
水

中
運
動

【
マ
シ
ー
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
入
門
・

向
上
）
コ
ー
ス
】
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

な
ど
を
使
用
し
た
運
動

※
定
員
・
必
要
最
低
人
数
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
希
望
に
添
え
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

※
送
迎
が
必
要
な
方
は
、
事
業
所
が
送

迎
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
介
護
保
険
課
地
域
支
援
係

	

☎
22-

２
２
６
５

資
格
等　

小
学
校
お
よ
び
中
学
校
の
教

諭
免
許
を
有
す
る
方
（
取
得
見
込
み
の

方
）

日
額
賃
金　

７
０
０
０
円

任
用
期
間　

原
則
と
し
て
、
平
成
26
年

９
月
末
ま
で
の
必
要
な
期
間
。
な
お
、

継
続
し
て
任
用
が
必
要
な
と
き
は
、
６

カ
月
を
超
え
な
い
期
間
で
任
用
し
ま

す
。

申
込
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
学
校
教
育
課
（
東
館
３

階
）
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
免
許
状
の
写
し
を
添
付

申
込
期
限　

３
月
14
日
㈮

選
考
方
法　

書
類
選
考
等

問
い
合
わ
せ

市
学
校
教
育
課	

☎
22-

２
２
７
３

募
集
人
員　

２
人

職
務
内
容　

火
葬
業
務
（
炉
前
業
務
、

炉
裏
業
務
ほ
か
）、
火
葬
受
け
付
け
お

よ
び
待
合
室
等
業
務
、
管
理
業
務
（
機

器
等
点
検
整
備
業
務
、
斎
場
清
掃
、
植

栽
剪せ
ん

定て
い

業
務
）

月
額
賃
金　

27
万
円

勤
務
時
間　

週
29
時
間
以
内

雇
用
期
間　

平
成
26
年
４
月
１
日
～
平

成
27
年
３
月
31
日

※
社
会
保
険
・
雇
用
保
険
加
入

申
込
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
環
境
企
画
課
（
本
館
２

階
）
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

３
月
７
日
㈮

選
考
方
法　

書
類
選
考
お
よ
び
面
接

問
い
合
わ
せ

市
環
境
企
画
課	

☎
22-

２
２
３
０

「
パ
ワ
ー
・
デ
イ
」参
加
者
募
集

「
特
別
支
援
教
育
支
援
員
」

臨
時
職
員
の
登
録
者
募
集

吉
野
川
市
斎
場
嘱
託
職
員
募
集

美
郷
梅
の
花
ま
つ
り

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
梅
の
花
見
ウ
オ
ー
ク

と
き　

３
月
２
日
㈰
小
雨
決
行

と
こ
ろ　

美
郷
ふ
れ
あ
い
公
園

受
付
時
間　

午
前
９
時
～
10
時

参
加
費　

無
料

参
加
賞　

先
着
８
０
０
人
に
特
産
品
を

プ
レ
ゼ
ン
ト

◆
梅
の
花
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

と
き　

３
月
８
日
㈯
～
９
日
㈰
、
３
月

15
日
㈯
～
16
日
㈰
午
後
７
時
～
９
時

と
こ
ろ　

き
の
こ
の
里（
美
郷
字
田
平
）

◆
梅
の
花
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

提
出
場
所　

美
郷
物
産
館

応
募
締
切
日　

３
月
20
日
㈭
当
日
消
印

有
効問

い
合
わ
せ

美
郷
物
産
館	

☎
26-

７
８
８
８

開
催
期
間　

２
月
中
旬
～
３
月
中
旬

　

美
郷
梅
の
花
ま
つ
り
期
間
中
、
次
の

催
し
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

催

　し

梅の花ライトアップ

[空調]　窓には厚手のカーテンを掛ける。

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ピ
ッ
ピ
ッ
ピ
ー　

あ
ぶ
な
い
き
け
ん　

気
づ
い
て
よ
！	

新
開　

玖
弓
（
学
島
小
学
校
５
年
）
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[照明]　不要な照明をできるだけ消す。

　

働
く
こ
と
に
対
し
て
不
安
や
悩

み
を
抱
え
て
い
る
若
者
（
義
務
教

育
終
了
後
15
歳
～
お
お
む
ね
39

歳
）
や
そ
の
家
族
に
対
し
て
相
談

に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く

守
ら
れ
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※
今
月
か
ら
毎
月
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
（
第
３
木
曜
日
）。

と
き　

３
月
20
日
㈭

	

午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ　

吉
野
川
市
役
所
本
館

	

２
階
１
２
２
会
議
室

問
い
合
わ
せ

あ
わ
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

☎
０
８
８
（
６
３
７
）
７
５
５
３

　
「
春
」
を
テ
ー
マ
に
、
絵
画
・

写
真
・
作
文
を
多
く
の
住
民
か
ら

広
く
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
期
間

	

３
月
１
日
㈯
～
14
日
㈮

展
示
期
間

	

３
月
17
日
㈪
～
31
日
㈪

展
示
場
所

吉
野
川
市
役
所
東
館
１
階
ホ
ー
ル

※
作
品
は
す
べ
て
展
示
し
、
優
秀

者
は
４
月
６
日
㈰
に
川
島
城
で
開

催
す
る
「
菜
の
花
フ
ェ
ス
タ
」
で

表
彰
し
ま
す
。

提
出
場
所

〒
７
７
６-

０
０
３
３

吉
野
川
市
鴨
島
町
上
下
島
81-

６

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
吉
野
川
に
生
き
る
会

	

文
化
作
品
受
付
係

	
☎
22-

２
０
０
０

	

☎
０
８
０
（
３
５
３
３
）
５
１
４
６

問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
吉
野
川
に
生
き
る
会

	

事
務
局　

安
崎
（
あ
ん
ざ
き
）

	

☎
０
９
０
（
７
１
４
２
）
１
４
９
７

対
象
者　

職
業
相
談
希
望
の
方

内
容　

県
内
求
人
情
報
の
提
供
と

職
業
相
談
、
職
業
に
つ
い
て
の
知

識
や
就
職
の
心
構
え
に
つ
い
て
指

導※
４
月
か
ら
は
、
八
坂
会
館
に
つ

い
て
は
偶
数
月
の
第
１
月
曜
日
、

こ
だ
ま
会
館
に
つ
い
て
は
奇
数
月

の
第
２
水
曜
日
に
行
い
ま
す
。

※
雇
用
保
険
の
受
け
付
け
は
行
い

ま
せ
ん
。

【
山
川
】

と
き　

３
月
３
日
㈪
・
４
月
７
日

㈪	

午
前
10
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

八
坂
会
館

【
川
島
】

と
き　

３
月
12
日
㈬

	

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

と
こ
ろ　

こ
だ
ま
会
館

問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
吉
野
川

	

☎
24-

２
１
６
６

　

再
就
職
を
め
ざ
す
求
職
者
の
方

を
対
象
に
、
職
業
訓
練
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
入
所
を
希
望
さ
れ
る

方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

募
集
訓
練
科

■
電
気
設
備
科
（
６
カ
月
）

　

近
年
、
住
宅
の
オ
ー
ル
電
化
な

ど
で
宅
内
に
お
け
る
電
気
の
需
要

は
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
コ
ー

ス
で
は
、
電
気
工
事
に
関
連
す
る

理
論
や
法
令
、
電
気
機
器
の
制
御

方
法
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
施
工
・
実
習
を
通
し
て
技
術
の

習
得
を
め
ざ
し
ま
す
。

〔
訓
練
期
間
：
４
月
１
日
㈫
～
９

月
29
日
㈪
〕

■
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科
（
６

カ
月
）

　

最
近
の
木
造
住
宅
に
お
け
る
リ

フ
ォ
ー
ム
は
ニ
ー
ズ
の
高
い
も
の

と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の

コ
ー
ス
で
は
、
木
造
の
住
宅
に
関

す
る
基
本
的
な
知
識
、
構
造
、
法

規
な
ど
を
理
解
し
、
実
際
に
模
擬

家
屋
を
建
て
、
そ
の
施
工
や
納
ま

り
な
ど
の
技
能
・
技
術
の
習
得
を

め
ざ
し
ま
す
。

〔
訓
練
期
間
：
４
月
１
日
㈫
～
９

月
29
日
㈪
〕

対
象
者

　

公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
の
申

し
込
み
を
し
て
い
る
方
な
ど

※
選
考
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
受
講
料
は
無
料
、
テ
キ
ス
ト
代

な
ど
は
必
要
で
す
。

募
集
期
限　

３
月
３
日
㈪

問
い
合
わ
せ

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
徳
島

	
☎
０
８
８
（
６
５
４
）
５
１
０
２

　

除
草
作
業
、
清
掃
作
業
を
行
い

ま
す
。

江
川
湧
水
源
周
辺

集
合
場
所　

江
川
湧
水
源
「
い
や

し
の
舎
」（
旧
吉
野
川
遊
園
地
西

側
）

作
業
日
時　

３
月
１
日
㈯

	

午
前
７
時
～
７
時
30
分

多
津
美
橋
～
江
川
・
鴨
島
公
園

集
合
場
所　

多
津
美
橋
あ
ず
ま
や

（
鴨
島
第
一
中
学
校
西
側
）

作
業
日
時　

３
月
１
日
㈯

	

午
前
７
時
～
８
時

問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人	

江
川
エ
コ
フ
レ
ン

ド　

岡
田	

☎
24-

２
０
９
５

出
演
者　

太
鼓
一
家
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
太
鼓
の
楽
校
）、
が
む
し
ゃ
ら

ボ
ー
イ
（
フ
ォ
ー
ク
弾
き
語
り
）

と
き　

２
月
23
日
㈰
午
後
１
時

と
こ
ろ　

Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
老
人

ホ
ー
ム
あ
け
わ
敷
地
内
（
雨
天
決

行
）

連
絡
先

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員

会	

☎
24-

３
７
２
５（
鎌
田
）

生
活
ト
ピ
ッ
ク
ス

働
い
て
い
な
い
若
者
の

就
労
・
悩
み
相
談

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

ご
案
内

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
徳
島

職
業
訓
練
生
募
集

春
の
文
化
作
品
展
・

作
品
募
集

巡
回
職
業
相
談

第
１
６
3
回

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》「
わ
た
っ
ち
ゃ
え
！
」　

そ
の
一
言
が　

事
故
の
も
と	

桑
原　

悠
（
山
瀬
小
学
校
２
年
）
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★
江
川
わ
く
わ
く
ホ
ー
ル

	
イ
ベ
ン
ト
案
内

○
子
ど
も
文
化
祭
＆
生
涯
学
習
発

表
会
・
展
示

と
き　

２
月
15
日
㈯

	

開
演　

午
後
１
時

入
場
料　

無
料

展
示
の
部　

２
月
15
日
㈯
ま
で

と
こ
ろ　

１
階
ロ
ビ
ー

○
舞
・
踊
・
奏

	

Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
あ
わ
文
化

と
き　

３
月
８
日
㈯

　
　
　

開
場　

午
後
１
時
30
分

　
　
　

開
演　

午
後
２
時

主
催　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
阿
波
の
門
付

け
芸
保
存
会

入
場
料　

大
人
１
５
０
０
円
（
当

日
５
０
０
円
増
）、
高
校
生
以
下

は
無
料
（
整
理
券
が
必
要
）

※
チ
ケ
ッ
ト
・
整
理
券
は
鴨
島
公

民
館
に
あ
り
ま
す
。

出
演
者　

八
王
子
車
人
形
西
川
古

柳
座
、
人
形
劇
場
た
け
の
こ
、
阿

波
木
偶
箱
ま
わ
し
保
存
会
、
徳
島

県
阿
波
踊
り
協
会
所
属
「
悠
久

連
」、
太
鼓
一
家
、
板
東
津
貴
子
・

板
東
正
浩

○
Ａ
ｔ
ｏ
ａ
．
徳
島
公
演

と
き　

３
月
９
日
㈰

開
演　

午
後
２
時

鴨
島
公
民
館
だ
よ
り

波
銀
行
、
徳
島
銀
行
、
各
郵
便
局
、

量
販
店
）

※
２
月
20
日
㈭
か
ら
設
置

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

鴨
島
公
民
館	

☎
24-

５
１
１
１

	

℻
24-

５
１
１
３

○
平
成
26
年
度
前
期

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
講
座
案
内

～
ゆ
と
り
あ
る
生
活
、
い
き
が
い

の
あ
る
人
生
を
求
め
て
～

受
講
期
間

４
月
７
日
㈪
～
９
月
６
日
㈯

受
付
期
間

２
月
24
日
㈪
～
３
月
23
日
㈰

〔
希
望
者
多
数
の
際
は
抽
選
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
〕

受
付
場
所　

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

受
講
料　

10
回
コ
ー
ス
４
３
２
０

円
（
４
０
０
０
円
＋
消
費
税
）

／
20
回
コ
ー
ス
８
６
４
０
円

（
８
０
０
０
円
＋
消
費
税
）

受
講
料
の
ほ
か
に
別
途
材
料
費
等

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

★
詳
細
は
講
座
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
は
、
公
民
館
や
市
内
各
文

化
施
設
に
設
置
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

	

☎
22-

０
０
１
５

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
通
信

入
場
料　

２
５
０
０
円
（
当
日　

５
０
０
円
増
）
中
学
生
以
下
無
料

出
演
者　

Ａ
ｔ
ｏ
ａ
．（
和
太
鼓
）、

津
村
禮
次
郎
（
能
）、
鴨
島
鳳
翔

太
鼓
振
興
会

○
公
民
館
元
気
ま
つ
り

と
き　

３
月
30
日
㈰
正
午

★
講
座
案
内

○
子
ど
も
え
い
が
会

	

「
男
装
の
戦
士
ム
ー
ラ
ン
」

と
き　

２
月
22
日
㈯

	

午
前
10
時
30
分

○
健
康
セ
ミ
ナ
ー

「
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
・
成

人
病
の
予
防
の
た
め
に
」

と
き　

３
月
６
日
㈭
午
後
３
時

○
Ｆ
Ｐ
か
ら
学
ぶ
く
ら
し
と
お
金

「
必
須
！
お
金
に
関
わ
る
ト
ラ
ブ

ル
・
大
切
な
お
金
を
守
る
た
め
に
」

と
き　

３
月
15
日
㈯
午
前
10
時

★
平
成
26
年
度
生
涯
学
習
講
座
・

教
室
生
募
集

３
月
21
日
㈮
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
書
設
置
場
所　

吉
野
川
市
役

所
、
各
公
民
館
、
鴨
島
町
内
（
阿

[照明]　照明器具を購入するときは、
省エネ型の電球形蛍光ランプやLED電球等を選択する。

講　座　名 講　師 時　　　間

10
　
回
　
コ
　
ー
　
ス

自然の素材を織る 島田ひろみ 月 13：00 ～ 17：00
楽しいオカリナ 森見　美子 月 19：30 ～ 21：00
ハワイアンダンス 山本　愛子 月 19：30 ～ 20：30
初めてのペン字 矢部　知子 火 10：00 ～ 12：00
編物・手芸 森　　悦子 火 13：00 ～ 15：00
童謡・唱歌 愛唱歌 村田奈津佳 火 13：30 ～ 15：30
しゃべり方教室 宮本　武敏 火 19：00 ～ 20：30
はじめてのトールペインティング 橋本　真澄 水 13：00 ～ 17：00

かずら工芸 家形笑美子 木
10：00 ～ 12：00
13：00 ～ 15：00

現代水墨画 露口　蘭芳 木 13：30 ～ 15：30
七宝焼 山田　和子 金 10：00 ～ 12：00
楽しい篆刻 射場　少藍 金 19：00 ～ 21：00
生け花（桑原専慶流） 武田　慶園 金 13：30 ～ 15：30
花で生活を楽しむ 近藤佐起江 土 10：00 ～ 12：00
素敵なビーズアクセサリー 松本加容子 土 10：00 ～ 12：00
短歌 楠本　邦利 土 10：00 ～ 12：00
ねんどの花クレイアート 石田百合子 土 13：00 ～ 17：00

講　座　名 講　師 時　　　間

20
　
回
　
コ
　
ー
　
ス

さくら初級長唄三味線 稀音家四郎五郎 月 14：00 ～ 16：00
茶道（裏千家） 酒井美千代 月 19：00 ～ 21：00
陶芸 笠 井 　 享 火 13：00 ～ 15：00
和裁 杉野　恵子 火 13：00 ～ 16：30
日本舞踊（音羽流） 音羽菊芝幸 火 19：00 ～ 21：00
大正琴 山本　源淑 水 9：00 ～ 11：00
やさしいヨーガ 富山　雅代 水 10：00 ～ 11：30
藍染め 藤井　和栄 木 9：00 ～ 11：00
実用書道 寺内　金子 木 13：00 ～ 15：00
はじめてのパッチワーク 薩摩　利子 木 13：30 ～ 15：00
書道入門 沖田　唐谷 木 19：00 ～ 21：00
民謡 藤本秀森寿 木 19：00 ～ 21：00
夕陽美太極功夫扇 黄 　 　 麗 木 18：50 ～ 19：50
32式太極剣 黄 　 　 麗 木 20：00 ～ 21：00
木目込人形 小林　鳳美 金 10：00 ～ 12：00
楽しく学びま書２ 河野　多美 金 19：00 ～ 21：00
生け花（未生流笹岡） 岡田　和甫 土 13：30 ～ 15：30
着物着付け 桑 田 　 律 子 土 14：00 ～ 16：00
民謡三味線 藤本秀森幸 土 19：00 ～ 21：00
洋画 下時治郎秀臣 土 19：00 ～ 21：00

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ち
ょ
っ
と
そ
こ　

飲
酒
運
転　

禁
止
だ
よ	

後
藤
田　

真
衣
（
川
田
小
学
校
５
年
）
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花
粉
の
時
期
を
乗
り
切
ろ
う

　

春
の
訪
れ
と
と
も
に
、
花
粉

症
と
の
た
た
か
い
が
始
ま
り
ま

す
。
調
査
に
よ
る
と
、
日
本
人

の
お
よ
そ
３
人
に
１
人
は
何
ら

か
の
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
が
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
お
り
、
そ
の

中
で
も
花
粉
症
の
患
者
は
、

１
５
０
０
万
人
以
上
と
も
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

☆
日
常
で
で
き
る
セ
ル
フ
ケ
ア

①
外
出
す
る
際
は
、
マ
ス
ク
や

帽
子
な
ど
を
身
に
つ
け
る
。

②
帰
宅
し
た
ら
、
手
洗
い
や
う

が
い
を
し
、
花
粉
が
体
内
に
入

る
の
を
防
ぐ
。

③
偏
っ
た
食
事
は
ア
レ
ル
ギ
ー

症
状
を
悪
化
さ
せ
る
た
め
、
バ

ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
心
が

け
、
お
酒
は
鼻
の
粘
膜
を
刺
激

す
る
た
め
控
え
る
。

　

花
粉
症
か
ら
身
を
守
る
た

め
、
花
粉
を｢

触
ら
な
い
・
付

け
な
い
・
持
ち
込
ま
な
い｣

よ

う
に
し
、
花
粉
症
の
症
状
が
疑

わ
れ
た
ら
早
め
に
医
療
機
関
で

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

※
花
粉
症
に
つ
い
て
は
、
環
境

省
花
粉
情
報
サ
イ
ト
を
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い

　

３
月
号
は｢

筋
力
維
持｣

に
つ

い
て
掲
載
し
ま
す
。

今
月
の
健
康

[電力消費機器]　冷蔵庫は設定温度を「弱」に変え、
扉を開ける時間を減らし、食品を詰め込み過ぎないようにする。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
今
や
私

た
ち
の
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な

い
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
が
、そ
れ
に
伴
っ
て
、サ
イ
バ
ー

犯
罪
の
検
挙
件
数
や
相
談
が
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
。「
私
だ
け
は

大
丈
夫
」
と
思
わ
ず
、
サ
イ
バ
ー

犯
罪
の
被
害
者
に
な
ら
な
い
よ
う

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
サ
イ
バ
ー
犯
罪
と
は

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術
や
電
気
通

信
技
術
を
悪
用
し
た
犯
罪
の
総
称

で
、
大
き
く
以
下
の
３
つ
に
分
類

さ
れ
ま
す
。

①
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
電
磁
的
記
録

を
対
象
と
し
た
犯
罪

②
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
た
犯

罪③
不
正
ア
ク
セ
ス
禁
止
法
違
反

○
不
正
ア
ク
セ
ス
対
策

　

Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
な
ど
は
、

他
人
に
知
ら
れ
な
い
よ
う
厳
重
に

管
理
す
る
。

　

推
測
可
能
な
パ
ス
ワ
ー
ド
を
避

け
、
定
期
的
に
変
更
す
る
。

　

フ
ァ
イ
ア
ー
ウ
ォ
ー
ル
な
ど
の

不
正
ア
ク
セ
ス
防
御
用
ソ
フ
ト
を

利
用
す
る
。

○
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ウ
イ
ル
ス
対
策

　

使
用
す
る
パ
ソ
コ
ン
の
Ｏ
Ｓ
や

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
は
、
最
新
の
修

正
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
適
用
し
、
適
切

な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
設
定
も
行
う
。

　

ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
な
ど
を

導
入
す
る
。

　

パ
ソ
コ
ン
を
使
わ
な
い
時
に
は
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
切
り
離
す
。

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る

う
え
で
の
注
意
点

　

懸
賞
や
ア
ン
ケ
ー
ト
も
含
め

て
、
知
ら
な
い
相
手
に
は
個
人
情

報
を
安
易
に
教
え
な
い
。

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
を
利
用
す
る
う
え
で
の
注
意
点

　

サ
イ
ト
の
注
意
事
項
や
取
引
相

手
の
住
所
、
名
前
、
電
話
番
号
な

ど
を
よ
く
確
認
す
る
。

　

相
手
の
振
込
口
座
が
問
題
な
い

か
確
認
し
、
振
込
の
控
え
な
ど
を

保
管
す
る
。

　

不
審
点
が
あ
れ
ば
取
引
を
中
止

す
る
。

○
架
空
請
求
メ
ー
ル
が
き
て
し

ま
っ
た
ら

　

支
払
わ
ず
、
無
視
す
る
。

　

相
手
と
連
絡
を
と
ら
な
い
。

　

身
の
危
険
を
感
じ
た
ら
、
最
寄

り
の
警
察
署
に
相
談
す
る
。

○
不
当
請
求
を
さ
れ
た
場
合

　

請
求
が
あ
っ
た
場
合
は
、
慌
て

て
支
払
わ
ず
、
契
約
が
有
効
か
ど

う
か
を
冷
静
に
判
断
す
る
。

　

有
料
サ
イ
ト
を
閲
覧
す
る
場
合

に
は
サ
イ
ト
名
、
ア
ド
レ
ス
、
閲

覧
日
時
な
ど
を
記
録
す
る
。

　

不
当
請
求
さ
れ
た
場
合
は
、
架

空
請
求
メ
ー
ル
と
同
様
の
注
意
が

必
要
。

※
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
も
パ
ソ
コ
ン

と
同
様
の
注
意
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

吉
野
川
警
察
署	

☎
25-

６
１
１
０

鴨
島
町
交
番	

☎
24-

２
３
３
１

　

平
成
26
年
４
月
１
日
、
吉
野
川

警
察
署
と
阿
波
警
察
署
が
統
合
さ

れ
、「
阿
波
吉
野
川
警
察
署
」
と

な
り
ま
す
。

　

統
合
後
は
、
現
在
の
吉
野
川
警

察
署
と
阿
波
警
察
署
両
方
の
庁
舎

を
併
用
し
て
運
用
し
ま
す
。

統
合
後
の
連
絡
先

阿
波
吉
野
川
警
察
署
（
現
在
の
吉

野
川
警
察
署
）	

☎
25-

６
１
１
０

阿
波
庁
舎
（
現
在
の
阿
波
警
察

署
）	

☎
36-

７
１
１
０

※
電
話
番
号
・
所
在
地
に
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
県
警
察
本
部
警
務
課

☎
０
８
８
（
６
２
２
）
３
１
０
１

吉
野
川
警
察
署
だ
よ
り

区　分 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年

検　挙
件　数 5,473 6,321 6,690 6,933 5,741

相　談
受理数 73,193 81,994 83,739 75,810 80,273

全国のサイバー犯罪の検挙・相談受理件数の推移

吉
野
川
警
察
署
と
阿
波
警

察
署
が
統
合
さ
れ
ま
す現在の吉野川警察署

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
か
ん
か
ん
か
ん　

な
っ
た
ら
ふ
み
き
り　

わ
た
ら
な
い	

豆
成　

由
衣
（
川
田
中
小
学
校
１
年
）
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大島青松園現地研修

[電力消費機器]　テレビを省エネモードに設定し、
画面の輝度を下げ、不要な時は消す。

く
し
て
い
た
２
親
等
以
内
の
親
族
に

「
未
支
給
年
金
」
と
し
て
支
給
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
平
成
26
年
４
月
以
降

に
亡
く
な
っ
た
人
の
、
生
計
を
同
じ

く
す
る
３
親
等
以
内
に
拡
大
さ
れ
ま

す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
納
付

猶
予
申
請
お
よ
び
、
学
生
納
付
特
例

申
請
に
つ
い
て
は
、
保
険
料
の
納
付

が
可
能
な
過
去
２
年
分
ま
で
遡
及
し

て
申
請
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま

す
。

　

付
加
保
険
料
（
４
０
０
円
）
は
、

納
付
期
限
日
（
翌
月
末
日
）
ま
で
に

納
付
し
な
い
と
、
そ
の
後
は
納
付
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

国
民
年
金
保
険
料
と
同
様
に
、
過
去

２
年
分
ま
で
納
付
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
北
年
金
事
務
所　

お
客
様
相

談
室☎

０
８
８
（
６
５
５
）
０
２
０
０

市
国
保
年
金
課　

国
民
年
金
係

	

☎
22-

２
２
１
３

　

電
話
に
よ
る
事
前
予
約
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
徳
島
県
社
会
保
険
労

務
士
会
ま
た
は
、
市
国
保
年
金
課
ま

で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

予
約
の
際
に
、
住
所
、
氏
名
、
生

年
月
日
、
基
礎
年
金
番
号
、
電
話
番

号
、
相
談
内
容
な
ど
に
つ
い
て
確
認

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

相
談
日
時
・
場
所

▽
２
月
20
日
㈭	

午
前
10
時
～
午
後

３
時
／
本
館
１
階
相
談
室

▽
３
月
20
日
㈭	

午
前
10
時
～
午
後

３
時
／
本
館
１
階
相
談
室

※
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の
、

印
鑑
、
本
人
確
認
で
き
る
も
の
、
ね

ん
き
ん
定
期
便
な
ど
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
県
社
会
保
険
労
務
士
会

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０-

９
６
７
９
５
１

市
国
保
年
金
課　

国
民
年
金
係

	

☎
22-

２
２
１
３

　

社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
に
関
連

し
た
「
年
金
機
能
強
化
法
」
が
成
立・

公
布
さ
れ
、
消
費
税
が
10
％
に
引
き

上
げ
ら
れ
る
こ
と
を
前
提
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
改
正
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ

る
、
国
民
年
金
に
関
連
す
る
内
容
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

亡
く
な
っ
た
人
に
生
計
を
維
持
さ

れ
て
い
た
、「
子
（
※
）
の
あ
る
妻
」

ま
た
は
「
子
」
に
支
給
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
平
成
26
年
４
月
以
降
に
亡
く

な
っ
た
人
に
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い

た
、「
子
の
あ
る
夫
」
に
も
支
給
さ

れ
ま
す
。

（
※
）
18
歳
の
到
達
年
度
末
ま
で
の

子
ま
た
は
20
歳
未
満
で
障
害
等
級

１・２
級
の
子

　

年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
が
亡
く

な
っ
た
場
合
、
死
亡
月
分
の
年
金
は
、

亡
く
な
っ
た
受
給
者
と
生
計
を
同
じ

国
民
年
金
だ
よ
り

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る

出
張
年
金
相
談

遺
族
基
礎
年
金
が
夫
に
も

支
給
さ
れ
ま
す

保
険
料
免
除
の
遡そ

及き
ゅ
う

期
間

を
過
去
２
年
分
に
拡
大

年
金
制
度
の
改
正
に
つ
い
て

未
支
給
年
金
の
請
求
者
の
拡
大

付
加
保
険
料
の
納
付
期
間
の
延
長

　

12
月
13
日
、
市
立
川
島
中
学
校

に
お
い
て
、
県
ハ
ン
セ
ン
病
支
援
協

会
有
志
に
よ
る
人
権
劇
「
千
の
舞

い
」
の
公
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
生
徒
の
ほ
か
、
老
人
会
、

婦
人
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
な
ど
、
大

勢
の
来
場
を
い
た
だ
き
、
熱
演
を

観
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

『
故
郷
が
、
地
球
上
で
一
番
遠
い
と

こ
ろ
な
ん
じ
ゃ
よ
。』

　

こ
れ
は
、ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者
が
、

国
の
誤
っ
た
隔
離
政
策
が
終
わ
っ
た

今
も
な
お
、
故
郷
に
帰
り
た
く
て

も
帰
れ
な
い
状
況
を
つ
ぶ
や
く
、
最

終
場
面
で
の
台せ

り
ふ詞
で
す
。

『
ハ
ン
セ
ン
病
の
人
た
ち
が
帰
っ
て

来
ら
れ
る
よ
う
な
故
郷
に
し
て
い

き
た
い
。
学
ん
だ
こ
と
を
多
く
の
人

に
伝
え
て
い
き
た
い
。』

『
ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す
る
差
別
意
識

や
そ
の
他
の
差
別
に
も
、
一
人
一
人

が
そ
の
間
違
い
に
気
づ
き
、
自
分
の

行
動
を
改
め
て
い
く
こ
と
が
と
て
も

大
切
だ
と
思
う
。』

『
自
分
も
間
違
っ
た
行
動
を
し
て
し

ま
わ
な
い
よ
う
に
、
歴
史
か
ら
学
び

人
権
と
ぴ
っ
く
す

行
動
し
た
い
。』

　

こ
れ
ら
は
、
苦
し
み
を
理
解
し
、

同
じ
人
間
と
し
て
憤
り
を
感
じ
た

生
徒
た
ち
の
感
想
で
す
。

　

昨
年
は
、
６
月
27
日
の
総
会
後

に
県
ハ
ン
セ
ン
病
支
援
協
会
会
長
の

十
川
勝
幸
さ
ん
の
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。
８
月
25
日
に
は
、
ハ
ン
セ
ン

病
回
復
者
の
療
養
所
で
あ
る
香
川

県
の
大
島
青
松
園
で
、
現
地
研
修

が
実
施
さ
れ
、
23
人
が
直
接
そ
の

思
い
を
聞
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
立
川
島
中
学
校
文
化

祭
で
の
人
権
劇
や
、
助
産
師
で
あ

る
内
田
美
智
子
さ
ん
の
「
い
の
ち
の

授
業
」
と
題
し
た
講
演
の
際
に
も
、

生
徒
と
一
緒
に
学
び
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
多
く
の
機
会
を
設
け

て
、
一
人
一
人
の
人
権
感
覚
を
磨
く

活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・
ご
感

想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
人
権
課	

☎
22-

２
２
２
９

「
差
別
の
現
実
か
ら
深
く
学
び
、

　
　
　
　
　
　
　

 

未
来
を
築
く
」

―
川
島
地
区
人
権
教
育
推
進
協
議
会
―

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
わ
た
る
と
き　

青
で
も
き
け
ん　

確
認
を	

長
井　

美
月
（
川
田
西
小
学
校
６
年
）
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月の行事予定3
吉野川市子育て支援センター
●開館日：月曜日～金曜日　午前9時～午後5時
●場　所：旧阿麻名郡連事務所
●問い合わせ：TEL 25－6616  FAX 25－6617
● E-mail：kosodateshien-c@city.yoshinogawa.lg.jp

日 月 火 水 木 金 土

1
2 3

ワイヤーママの
アートバルーン＆
お楽しみショー

（10：30～11：30）

4
絵本の読み聞かせ

（10：30～11：00）
講師：読み聞かせ

グループかぶとむし

5　
ハンドマッサージ

（10：30～11：30）

＊英語受付開始

6
子育て何でも相談

（10：30～11：30）
家庭相談員が
お聞きします
＊ベビー＆チャイルド
　　　　　　受付開始

身体測定

7
子どものための
救急救命講習会

（10：30～11：00）

8

9 10
ゆきこおばちゃん
と遊ぼう！
(10：30～11：00)
講師：後藤田幸子さん

11
リトミックで
あそぼう♪
(10：30～11：00)
講師：市原恭子さん
　ひろとお兄ちゃん

　　　　♪予約制
Let’s Enjoy English
～親子で英語を楽しもう～
(16：00～16：30)
講師：筑木純子さん

12　※予約制
お誕生会

（10：30～11：00）
講師：お話グループ
　　　　　　みるく

13　☆予約制
赤ちゃんヨガ＆
ベビーマッサージ
(10：00～10：30)
チャイルドヨガ＆
チャイルドマッサージ
(11：00～11：30)
講師：ママと赤ちゃんの
トータルサロンmana*

身体測定

14
ほっこり♥
カフェタイム

（14：00～15：00）

15

16 17 18　 19 20　 21　
春分の日

22

23 24 25 26 27 28 29

30 31

※お誕生会　対象：３月生まれのおともだち
＊申し込みが必要です。３月生まれのお子さんは、前日までに申し込ん

でください。該当児以外でも、一緒に楽しめます。

３日　ワイヤーママのアートバルーン＆お楽しみショー
おなじみ子育て雑誌、ワイヤー編集局の方が、ちびっこドームへ遊び
に来てくれます！ぜひご家族揃ってお楽しみくださいー‼

☆赤ちゃんヨガ＆ベビーマッサージ
　チャイルドヨガ＆チャイルドマッサージ
対象：０カ月～歩くまで（10:00 ～）　　１歳～３歳（11:00 ～）
参加費：100円（当日集金します）
ベビー持参物：バスタオル１枚・フェイスタオル２枚・お茶やミルク
　　　　　　　（水分補給用）・オムツをはずすための防水シート
チャイルド持参物：バスタオル２枚・飲み物（水分補給用）
＊保護者は動きやすい服装で来てください。
＊申し込みが必要です。６日（木）から受け付けを開始します。
＊プレママ（妊娠中のママ）も一緒に参加してみませんか？赤ちゃんが

産まれてからのイメージトレーニング、または、気分転換に…
先輩ママのアドバイスあり！情報交換もできる！
子育ての楽しさが倍増します☆
参加を希望されるプレママさんは、前日までにお申し込みください。

♪Let’s Enjoy English ～親子で英語を楽しもう～
対象：３歳～未就学児
＊申し込みが必要です。５日（水）から受け付けを開始します。

７日　ファミサポ主催☆子どものための救急救命講習会‼
講師：徳島中央広域連合東消防署　　　参加費：無料
※吉野川市ファミリー・サポート・センター会員および
　子育て支援に関心のある方、どなたでもご参加ください☆

５日　ハンドマッサージ
講師：YUKI　　　参加費：無料
対象：保護者の方（子どもたちは遊びながらマッサージしてもらえます）
＊来館していただいた順に受け付けします。先着15人限定です。

先着10組

先着７組ずつ

行事は都合で変更する場合があります。申し込みが必要な行事については、
吉野川市内在住の方に限ります。電話での申し込みも可能です。

行事の時の自由遊びはできません。

今年度も大変お世話になり、ありがとうございました☆
４月からは、ちびっこドームが新しく生まれ変わります。

川島こども園３階にぜひ遊びに来てくださいね‼
17日（月）〜31日（月）は、引っ越しのためお休みします。

ご了承ください☆

[電力消費機器]　便座保温・温水の設定温度を下げ、不使用時はふたを閉める。

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
今
な
ら
行
け
る　

そ
の
気
持
ち
が　

命
の
危
機
へ	

北
川　

拓
夢
（
鴨
島
東
中
学
校
１
年
）
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●問い合わせ　市介護保険課　介護予防係　☎22-2265

※健康手帳をご持参ください。
※資料がある場合があります。眼鏡が必要な方はご持参ください。
※健康チェックの受付時間は、基本的に開始時刻から30分間です。

☆平日／17時～23時  ☆休日／8時～23時  ☆○印は、休日診療日
☆吉野川市ホームページにも「夜間・休日当番医」の案内があります。
☆日本中央テレビ、ケーブルネットおえの2チャンネルでも放送しています。
☆変更になる場合がありますので、当番医または徳島中央広域連合
 （☎26-1190）で必ずご確認のうえ受診してください。
☆問い合わせ／市健康推進課　☎22-2268２月・３月

夜間・休日在宅当番医表

7月・8月の介護予防教室２月・３月の介護予防教室

2

月

日 曜日 時　　間 場　　　所 地区 内　　　容

12 水
9:30～10:30 川島公民館学西分館 川 島

健

康

チ

ェ

ッ

ク

口腔（こうくう）ケア
13:30～14:30 中枝老人憩の家 美 郷

17 月 9:30～10:30 山瀬地区公民館 山 川
18 火 13:30～14:30 湯立会館 山 川
19 水 9:30～10:30 川島公民館朝日ヶ丘分館 川 島 楽 し い 脳 体 操
20 木 9:30～10:30 こだま会館 川 島 口 腔 ケ ア
21 金 13:30～14:30 飯尾会館 鴨 島
24 月 9:30～10:30 城戸下浦高開集落センター 美 郷

25 火
9:30～10:30 三山老人憩の家 美 郷
9:30～10:30 喜来老人憩の家 鴨 島

26 水 13:30～14:30 知恵島地区公民館 鴨 島
27 木 9:30～10:30 東児島老人憩の家 川 島 介 護 予 防 体 操

28 金
9:30～10:30 鍛冶屋敷公会堂 川 島

13:30～14:30 上谷集落センター 美 郷 介 護 予 防 体 操

3

月

日 曜日 時　　間 場　　　所 地区 内　　　容
3 月 9:30～10:30 南町集会所 山 川

健
康
チ
ェ
ッ
ク

5 水 13:30～14:30 瀬詰老人会館 山 川 栄 養 の お 話
6 木 9:30～10:30 忌部農業構造改善センター 山 川

10 月 13:30～14:30 飯尾敷地コミュニティセンター 鴨 島 栄 養 の お 話
11 火 9:30～10:30 川島老人福祉センター 川 島 介 護 予 防 体 操
12 水 9:30～10:30 川島公民館久保田分館 川 島
14 金 9:30～10:30 三ツ島西公会堂 川 島

２月 ３月 医　院　名 電話番号
12 20 糸 田 川 眼 科 24-2531
13 24 古本内科クリニック 24-7377
14 22 美 摩 病 院 24-2957
15 和 田 耳 鼻 咽 喉 科 24-2566
⑯ 14 グリーン耳鼻咽喉科 24-2488
17 26 四 宮 医 院 25-2016
18 29 矢 田 医 院 25-2006
19 28 杉 山 医 院 25-2802
20 7 松 永 医 院 42-2110
21 31 木 村 内 科 胃 腸 科 24-6413
22 谷 医 院 42-2353
� 18 麻名内科外科クリニック 26-0020
24 鈴 木 内 科（ 敷 地 ） 24-5880
25 阿 部 整 形 外 科 24-4880
26 鈴 木 内 科（ 喜 来 ） 24-3413
27 鴨 島 病 院 24-6565

２月 ３月 医　院　名 電話番号
28 岸 整 形 外 科 25-3133

1 井 内 内 科 24-3070
② かなめ小児科内科クリニック 26-0310
3 大 内 整 形 外 科 24-3058
4 工 藤 内 科 医 院 42-3113
5 高橋皮膚科クリニック 24-5122
6 富 本 医 院 42-3123
8 知恵島皮膚科診療所 36-9012
⑨ あ お ぞ ら 内 科 22-1311
10 鴨 島 耳 鼻 咽 喉 科 24-8070
11 いぬい産科婦人科クリニック 22-1230
12 リバーサイドクリニック岡田 24-8884
13 石原内科循環器科 24-2536
15 森 住 内 科 医 院 22-3010
⑯ 中西内科クリニック 42-6755
17 山下耳鼻咽喉科クリニック 42-7533

２月 ３月 医　院　名 電話番号
19 石 原 小 児 科 24-2388
� さ く ら 診 療 所 42-5520
� 糸田川クリニック 24-7555
25 渡 辺 医 院 24-7177
27 杏 和 医 院 22-0333
� 梶 本 胃 腸 科 内 科 24-2413

小児救急医療体制
●徳島市夜間休日急病診療所（☎088–622–3576）
●県立中央病院（☎088–631–7151）
〈月～土〉　8時30分～19時30分

最寄りの医療機関　　　　
　　　　　19時30分～22時30分

徳島市夜間休日急病診療所
　　　　　22時30分～翌8時30分

県立中央病院　　　　　　
〈日・祝日〉9時00分～17時00分

徳島市夜間休日急病診療所
　　　　　18時00分～22時30分

徳島市夜間休日急病診療所
　　　　　22時30分～翌8時30分

県立中央病院　　　　　　

[電力消費機器]　本体の主電源を切る。

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
命
よ
り　

大
切
で
す
か　

そ
の
電
話	

明
石　

あ
か
り
（
鴨
島
第
一
中
学
校
１
年
）
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「
た
か
ら
も
の
」

	

北
原
亞
以
子　

著

「
非
道
に
生
き
る
」	

園
子
温　

著

【
児
童
書
】

「
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
と
ヴ
ィ
ー
ナ
ス

の
魔
法
」	

あ
ん
び
る
や
す
こ　

著

「
お
い
し
い
よ
や
ぎ
の
ケ
ー
キ
や

さ
ん
」	

き
む
ら
ゆ
う
い
ち　

著

◆
開
室
時
間　

	

午
前
９
時
～
午
後

５
時
（
正
午
～
午
後
１
時
ま
で
閉

室
し
ま
す
）

◆
２
月
、
３
月
の
休
室
日

	

木
曜
日

●
山
川
図
書
館
の
県
立
図
書
館
協

力
車
巡
回
日
／
毎
週
金
曜
日

３
月
１
日
㈯
午
前
11
時
～
11
時
30

分
／
講
師　

矢
部
千
鶴
子
さ
ん
／

入
場
無
料

◆
川
島
町
文
化
伝
承
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
ふ
る
さ
と
の
お
は
な
し
会

３
月
14
日
㈮

	

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

【
展
示
】

◆
写
真
展

	

「
庭
先
の
四
季
Ⅵ
～
夏
～
」

３
月
15
日
㈯
～
３
月
23
日
㈰
／
川

村
泰
史
さ
ん
撮
影
／
入
場
無
料

◆
開
室
時
間

	

午
前
10
時
～
午
後
６
時

◆
２
月
、
３
月
の
休
室
日

火
曜
日
、祝
日
、年
度
末
図
書
整
理

日（
３
月
17
日
㈪
～
21
日
㈮
）

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ「
よ

み
っ
こ
★
か
～
も
」に
よ
る
絵
本

の
よ
み
き
か
せ
の
会

毎
月
第
２
土
曜
日
午
前
10
時
30
分

か
ら
／
鴨
島
公
民
館
２
階
和
室
／

絵
本
の
よ
み
き
か
せ
、紙
芝
居
、エ

プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
な
ど

◆
新
刊
情
報

【
一
般
書
】

「
探
偵
部
へ
の
挑
戦
状
」

	

東
川
篤
哉　

著

「
新
検
察
捜
査
」	

中
嶋
博
行　

著

◆
開
館
時
間

	

午
前
10
時
～
午
後
６
時

◆
２
月
、
３
月
の
休
館
日

月
曜
日
、
祝
日
、
月
末
図
書
整
理

日（
２
月
28
日
㈮
、３
月
28
日
㈮
）、

年
間
蔵
書
点
検
（
３
月
４
日
㈫
～

３
月
14
日
㈮
）

◆
子
ど
も
映
画
会

２
月
15
日
㈯
「
日
本
の
昔
ば
な

し
」、
３
月
１
日
㈯
「
ピ
ー
タ
ー

パ
ン
」、
３
月
15
日
㈯
「
う
っ
か

り
ペ
ネ
ロ
ペ
」、３
月
29
日
㈯
「
ト

ム
と
ジ
ェ
リ
ー
」

（
午
後
２
時
～
約
１
時
間
）

◆
開
館
時
間

	

午
前
10
時
～
午
後
６
時

◆
２
月
、
３
月
の
休
館
日

水
曜
日
、
祝
日
、
月
末
図
書
整
理

日
（
２
月
28
日
㈮
、３
月
31
日
㈪
）

◆
親
子
手
作
り
教
室
「
万
華
鏡
」

２
月
22
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。

◆
お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
つ

ゆ
く
さ
」
に
よ
る
お
は
な
し
会

　

本
来
、
子
ど
も
を
守
る
べ
き
保

護
者
・
親
や
親
に
代
わ
る
養
育
者

が
、
子
ど
も
の
身
体
や
心
を
傷
つ

け
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
子
ど
も

へ
の
虐
待
は
大
き
く
４
つ
に
分
類

さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
ら
が
重
複
し

て
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

●
身
体
的
虐
待

　

後
遺
症
を
残
す
こ
と
や
、
死
に

至
る
こ
と
も
あ
る
。

●
ネ
グ
レ
ク
ト

　

発
育
・
発
達
が
遅
れ
る
こ
と

や
、
栄
養
失
調
や
脱
水
症
状
な
ど

か
ら
死
に
至
る
こ
と
も
あ
る
。

●
心
理
的
虐
待

　

子
ど
も
の
心
に
不
安
や
お
び
え

な
ど
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

●
性
的
虐
待

　

異
性
へ
の
嫌
悪
感
を
植
え
つ
け

る
な
ど
、
子
ど
も
の
心
身
に
大
き

な
傷
を
残
し
ま
す
。

　

子
ど
も
は
愛
さ
れ
る
た
め
に
生

ま
れ
て
き
ま
し
た
。
も
し
虐
待
を

受
け
て
い
る
、
ま
た
は
、
受
け
た

と
思
わ
れ
る
子
ど
も
を
見
つ
け
た

と
き
に
は
、
た
め
ら
わ
ず
に
最
寄

り
の
児
童
相
談
所
や
市
町
村
の
窓

口
に
通
告
し
て
く
だ
さ
い
。
通
告

が
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め

の
大
き
な
一
歩
と
な
り
ま
す
。

連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

市
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー

	

☎
25-

６
６
２
０

	

℻
25-

６
６
２
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.tcu.or.jp/

ikuseicenter/

図
書
だ
よ
り

青
少
年
育
成
補
導

山
川
図
書
館　

☎
42-

５
２
２
２

鴨
島
図
書
室（
鴨
島
公
民
館
内
）

　
　
　
　
　
　

☎
24-

５
１
１
１

美
郷
図
書
室

（
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
　

☎
43-

２
８
１
１

川
島
図
書
館　

☎
25-

３
１
４
１

　
友
　
達鴨

島
東
中
学
校　

大
櫛	

未
歩

部
活
を
し
て
い
る
時

休
み
時
間
話
を
し
て
い
る
時

勉
強
を
す
る
時

相
談
に
の
っ
て
も
ら
う
時

給
食
を
食
べ
る
時

友
達
と
い
る
か
ら　

笑
顔
に
な
れ
る

友
達
と
い
る
か
ら　

頑
張
れ
る

友
達
は
隣
に
い
る
だ
け
で

心
を
温
か
く
し
て
く
れ
る

「
ぶ
ん
げ
い
麻
植
第
８
号
」

　
『
い
つ
も
と
は
違
う
く
し
ゃ

み
か
ら
そ
の
始
ま
り
を
知
り
、

過
ぎ
去
る
ま
で
の
間
、
薬
や

マ
ス
ク
を
使
っ
て
そ
の
症
状
に

た
だ
耐
え
る
の
み
。』
こ
れ
は
、

十
数
年
前
か
ら
続
い
て
い
る

こ
の
時
期
の
私
の
様
子
で
す
。

花
粉
が
飛
ぶ
こ
の
季
節
、
多

く
の
人
が
悩
ま
さ
れ
、
そ
の

誰
も
が
何
と
か
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
は
ず
。
19
ペ
ー
ジ
「
今

月
の
健
康
」
に
、
花
粉
に
関

す
る
記
事
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
内
容
を
実
践
し
、
症
状
を

和
ら
げ
な
が
ら
、
頑
張
っ
て

乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。〔
編
〕

編
集
後
記

[電力消費機器]　長時間使わない機器はコンセントからプラグを抜く。

子
ど
も
虐
待
と
は
・
・
・

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め
に

虐
待
が
与
え
る

 　
　
子
ど
も
へ
の
影
響

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
か
ぶ
ろ
う
よ　

自
分
の
命　

守
る
た
め	
武
岡　

芽
依
（
市
立
川
島
中
学
校
３
年
）
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御六日のお膳

（有）クリーンエンゼル
各種ごみの処理いたします!!

ご一報ください。お見積もり無料です。

吉野川市川島町山田字芝生39番地6

○粗大ごみ取り扱い　○故人遺品整理・片付け
○生活ごみ　○引越ごみ　○事業所ごみ　等々

2014年（
平
成
26年

）2月
号

通
巻
113号

発
行
／
吉
野
川
市
　
編
集
／
総
務
部
企
画
財
政
課

〒
776-8611		徳

島
県
吉
野
川
市
鴨
島
町
鴨
島
115-1

TEL	0883-22-2221　
FAX	0883-22-2244　

U
RL		http://w

w
w
.city.yoshinogaw

a.lg.jp/
E-m
ail		m

ail@
city.yoshinogaw

a.lg.jp
再
生
紙
と
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
。

広
報
よ
し
の
が
わ

広
報
よ
し
の
が
わ
2
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